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百
大
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の
成
立

成

田

貞

寛

卒
安
期
末
か
ら
鎌
倉
期
初
頭
に
か
け
て
南
都
諸
師
の
間
に
於
て
は
、

時
と
機
根
に
封
す
る
反
省
自
豊
が
深
め
ら
れ
る
と
共
に
、
未
だ
曾
つ
て

見
ざ
る
傳
統
敏
學
の
域
を
脱
し
て
、
猫
自
な
る
敢
學
の
自
己
形
成
が
な

さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が

そ
の
根
源
に
悲
華
経
所
説
の
菩
薩
行
願
の

思
想
が
受
容
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
時
代
的

に
見

て
極

め
て
注
目

(
1
)

す

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
か

る
菩
薩
道
の
實
践
を
そ
の
教
學
の
中
に
受

容
せ
る
こ
と
は
、
云
は

こ
の
時
代
の
特
色
で
あ
り
、
鎌
倉
佛
教
と
し

て
の
共
通
の
地
卒
の
上
に
、
自
己
の
教
學
を
築
き
あ
げ
た
も

の
と
し

て
、
特
筆
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
共
に
、
中
世
肚
會
の
激
攣
す
る
中
で
、

時
代
の
要
請
に
鷹
え
て
あ
る
べ
き
人
倫
的
肚
會
の
形
成
に
向
つ
て
、
そ

の
使
命

を
果
し
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

ふ
。さ
て
、
繹
迦
如
來
五
百
大
願
経
上
下
二
巻
本
な
る
も
の
は
、
京
都
高

山
寺
所
藏
に
か

」
る
古
爲
本
に
し
て
、
筆
者
は
秩
に
記
載
さ
れ
る
智
瀧

の
識
語
に
よ
れ
ば
、
承
久
三
年
六
月
、
濃
州
、
洲
股
の
職
で
職
死
せ
る

検
非
違
使
山
田
重
忠
の
妻
に
し
て
、
夫
職
死

の
後
、
明
恵
上
人
に
從
つ

(
2
)

て
薙
染
せ
し
明
行
尼
に
よ
つ
て
書
爲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か

で
あ
る
。
奥
書
に
は
、

「嘉
禎
三
年
從
三
月
廿
二
日
始
、
於
舎
利
御
前
毎
字
香
華
供
養
、
以

一
字

一

禮
儀
、
刺
血
和
墨
同
五
月
廿
六
日
午
時
許
書
爲
畢
。
心
中
本
願
鷹
有
佛
智

也
。
比
丘
尼
明
行
。
上
下
書
爲
日
数
五
十
日
也
。」

と
明
行
尼
の
自
筆
に
よ
つ
て
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
職
死
せ
る
夫
え
の

供
養
と
繹
迦
如
來
の
本
願
の
釜
に
あ
つ
か
り
佛
智
を

開
か
し
め
ら
れ
ん

と
の
深
き
念
願
か
ら
書
爲
さ
れ
た
も
の
と
思

は
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、

後
に
詳
述
す
る
が
如
く
、
繹
迦
如
來
過
去
世
に
寳
海
梵
志
と
言
え
る
時
、

寳
藏
佛
の
御
前
に
於
て
五
百
の
大
誓
願
を
お
こ
し
、
菩
薩
道
を
行
じ
悪

世
に
成
佛
せ
る
こ
と
を
説
く
悲
華
経
十

巻

(曇
無
識
課
)
の
中
、
第
六

巻
よ
り
第
八
巻
に
亘
る
所
を
別
行
抜
粋
し
、
増
補
改
攣
し
て
成
立
せ
る

も
の
で
あ
る
。
即
ち
悲
華
経
第
七
巻
の
滅
後
利
釜
を
明
す
項

の
末
尾
に

は
、

「
五
百
の
誓
願
を
作
し
已
る
」
、
と
記
さ

れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
誓

繹
迦
如
來

五
百
大
願
経

の
成

立

(
成

田
)
 

一
〇
五
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六

願
の
数
は
形
式
の
上
か
ら
は
五
百
條
に
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
る
に
本
経

(高
山
寺
本
)
に
は
諸
誓
願
を
基
と
し
て
五
百
條

に
匠
切
り
、
各
條
文
の
前
後
に

「
我
れ
未
來
に
菩
薩
道
を
行
ぜ
ん
時
…

…
若
し
爾
ら
ず
ん
ば
正
箆
を
成
ぜ
ず
」
等
と
願
文
に
相
慮
せ
る
文
を
附

し
て
個
條
書
に
し
、
更
に
文
意
の
足
ら
ざ
る
所
は
他
の
経
文
か
ら
引
用

補
充
し
、
或
は
前
後
の
文
意
を
勘
案
す
る
等
し
て
、
正
し
く
五
百
條
に

具
ハ足
構
成
せ
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
、
第
四
十
七
願
文
の
末
尾
に
は
、

「己
上
二
十
願
於
二無
佛
世
噛
現
二異
類
身
蝋行
二菩
薩
道
託
経
文
略
読
乃
至
兎

身
云
。
依
三他
経
文
一分
立
之
。」

と
説
い
て
願
文
の
意
を
説
明
す
る
と
共
に
願
敷
を
調
え
る
た
め
に
他
経

の
文
に
よ
つ
て
補
充
し
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
(二

願
の
中
、
四

天
王
身
、
諸
夜
叉
身
、
乾
閾
波
身
、
阿
修
羅
身
、
緊
那
羅
身
、
摩
賑
羅
伽
身
、

執
金
剛
神
、
威
徳
大
神
身
、
諸
鬼
神
身
、
五
通
仙
身
、
師
子
等
身
の
十

一
願
は

他
経
よ
り
補
足
せ
る
も
の
で
あ
る
。
)又
第
百
六
十
六
願
文
の
末
尾
に
は
、

「己
上
八
願
経
文
云
、
於
娑
婆
世
界
諸
四
天
下

一時
之
中
、
從
兜
率
天
下
現

慮
母
胎
乃
至
童
子
學
諸
伎
藝
出
家
苦
行
破
魔
成
道
縛
法
輪
入
浬
繋
流
布
舎
利

如
是
示
現
悉
皆
遍
滴
百
億
四
天
下
文
、
今
以
取
意
分
立
之
。
己
上
第
六
巻
有

百
五
十
六
願
。

」

第
三
百
三
十
八
願
文
の
末
尾
に
は

「己
上
十
五
願
、
経
文
只
云
乃
至
有
求
解
脆
之
取
意
分
立
之
。」

第
四
百
九
十
八
願
文
の
末
尾
に
は
、

「己
上
二
十
七
願
、
経
文
只
云
、
我
浬
繋
後
若
有
衆
生
於
我
法
中
、
乃
至

一

戒

一
四
句
偶
乃
至

一
花

一
香
以
二是
因
縁
一随
二其
志
願
一於
三
三
乗
中
一各
不
出

退
韓

今
取
意
分
立
之
。
」

第
四
百
三
十
九
願
文
の
末
尾
に
は
、

「己
上
二
十
六
願
、
経
文
錐
レ不
二分
明
↓
勘
前
後
分
立
之
。」

第
四
百
七
十
八
願
文
の
末
尾
に
は
、

「己
上
二
十
五
大
願
、
経
文
云
我
之
所
有
布
施
持
戒
等
善
、皆
爲
二地
獄

一
切

衆
生
一堕
二阿
鼻
地
獄
↓
以
二是
善
根
一當
抜
濟
之
。
乃
至
阿
修
羅
迦
櫻
羅
等
皆

亦
如
是
。
依
安
吹
第
分
立
之
。」

と
説
い
て
願
文
の
数
を
調
え
る
に
つ
い
て
、

共
に
経
文
に
乃
至
と
あ
る

所
は
経

の
文
意
を
く
み
取
つ
て
、
願
文
を
分
立
し
、
又
経
文
の
前
後
の

文
意
を
勘
案
し
て
願
敷
を
調
え
る
等
、
種

々
の
作
意
が
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
亦
第
六
巻
に
は
百
六
十
六
願
文
、
第
七
巻
に
は
三

百
七
十
願
文
、
第
八
巻
に
は
十
七
願
文
、
夫

々
以
て
構
成
せ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。

二

し
か
ら
ば
、
か

る
形
に
何
時
頃
構
成
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
。
こ

へき
 

の
事
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
吾
人
と
し
て
は
、
解

脱
上
人
が
造
像
の
初
か
ら
關
係
し
た
と
思
は
れ
る
、
峯
定
寺
藏
羅
迦
如

へ
 
 

來
像
の
納
入
文
書
、
十
三
鮎
の
中
、
菩
提
樹
葉
片
に
書
か
れ
た
牟
尼
阿

彌
陀
佛
の
願
文
に
は
、
「
本
師
繹
迦
牟
尼
如
來

の
五
百

の
大
願
、

一
々

に
成
就
す
る
が
如
く
せ
ん
。
」
と
の
結
縁
の
語

が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
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納
入
文
書
の
日
付
が
正
治
元
年

(
一
一
九
九
年
)
六
月
十

日
と
な
つ
て

い
る
所

よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
時
既
に
五
百
條
の
大
願
経
と
し
て
成
立
し

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
勿
論
、
悲
華
経
中
諸
菩
薩
本
授
記
晶
の
文

が
そ
れ
よ
り
以
前
に
諸
書
に
引
用
さ
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
と
思
は
れ
る

か
ら
、

そ
れ
よ
'り
更
に
年
代
を
逆
上
る

と
も
可
能
で
あ
る
が
、
と
も

あ
れ
、

こ
の
頃
漸
く
盛

に
な
つ
た
浮
土
彌
陀
信
仰
に
刺
戟
さ
れ
、
更
に

極
言
す
れ
ば
、
そ
の
本
願
思
想
に
封
抗
し
て
強
調
せ
ら
れ
成
立
し
た
も

の
と
思
れ
る
が
、
時
代
観
と
し
て
は
四
劫
観
に
立
つ
て
、

こ
の
世
を
賢

劫
五
濁

の
末
と
規
定
せ
る
季
安
末
期
の
人
師
に
よ
つ
て
構
成
せ
ら
れ
成

立
せ
し
め
ら
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

さ
て
、
從
來
こ
の
経
典
の
こ
の
部
分
に
限

つ
て
考
察

し
、
特
に
願

敷
、

願
名
、
願
文
の
内
容
規
定
等
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
は
、
極
め

て
稀

で
あ
る
と
思
は
れ
る
が
、
唯

一
つ
職
國
期
か
ら
徳
川
初
期
に
か
け

(
5

)

て
活
躍
せ
る
繹
良
定
の
五
百
誓
願
略
経
私
記
な
る
も
の
が
あ
る
。
彼
は

凋
自
の
立
場
か
ら
願
数
を
規
定
し
、
願
名
を
附
し
、
そ
の
内
容
に
随
つ

て
分
類
規
定
せ
ん
と
す
る
に
あ
た
り
次
の
如
く
説
い
て
い
る
。

「將
レ繹
二此
願
文

大
分
爲
レ三
。

一
、
繹
二名
字

二
繹
二願
数
ゆ
三
分
レ文

一
名
字
者
経
無
レ文
。
今
凡
取
二其
意
蝋爲
レ
名
。
但
取
二
文
中
字

若
願

文
分
明
者
。
有
レ加
二他
字
幻
二
、
繹
二願
敷
一者
。
経
中
云
二
五
百
誓
願

今

見
齪
行
句
讃
不
レ明
。
故
顛
難
レ辮
。
任
二愚
才
一爲
レ敷
。
凡
三
百
三
十
五
願

臭
。
近
見
二古
砂
一彼
亦
泥
二願
数
不
足
↓
或
経
取
レ意
、
或
他
経
意
而
五
百
満

足
 
。
不
レ鷹
二愚
意
幻
故
不
レ取
。
三
、
分
レ文
者
、
大
分
爲
レ
七
。

一
、
明

二修
行
六
度

二
、明
二八
相

三
、
明
二滅
度
利
盆

四
、
重
濟
二獄
苦

五
、

現
前
請
レ瑞
。
六
多
衆
結
縁
。
七
、
生
生
利
釜
 
。
L

以
上
に
よ
つ
て
明
か
な
る
如
く
、
初
め
経
名

に

つ
い
て
説

い
て
い
る

が
、
経
に
文
な
し
と
云
い
、
文
中
の
字
を
取
る
と
て
五
百
の
誓
願
な
る

文
を
取
つ
て
名
と
な
し
、
次

い
で
願
文
の
敷
に

つ
い
て
説
く
中
、
古
砂

を
見
る
に
願
敷
の
不
足
に
な
ず
ん
で
他
経
の
意

に
よ
つ
て
五
百
條
満
足

す
る
旨
を
読
い
て
い
る
所
を
見
る
と
、
五
百
條

に
旺
切
つ
た
高
山
寺
本

と
同
系
統
の
も
の
を
参
照
し
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。
し
か
し
て
彼
と

し
て
は
願
数
を
三
百
三
十
五
願
と
し
、
そ
の

一
々
に
願
名
を
附
し
て
い

る
が
、
願
文
を
構
成
す
る
に
當
つ
て
も
高
山
寺
本
と
は
異
り
、
廣
い
範

園
か
ら
取
り
來
た
り
、
菩
薩
本
授
記
品
の
み
で
な
く
、
次
の
檀
波
羅
蜜

品
の
中
か
ら
も
三
十
願
を
構
成
し
、
願
文
を
立
て

い
る
鮎
、
高
山
寺

本
と
は
異
つ
て
い
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
亦
、

願
文
全
髄
を
内
容
に

從
つ
て
、
七
項
目
に
分
類
し
て
い
る
が
、
願
文

を
示
す
形
式
は
、
只
願

名
を
示
す
に
止
ま
り
、
高
山
寺
本
の
如
く
前
後

に
文
を
附
し
て
ま
と
ま

れ
る

一
文
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
文

中
の
圭
要
熟
語
に
つ
い

て
多
く
の
経
典
の
文
を
引
用
し
て
解
繹
説
明
を
加
え
、
或
は
又
、
内
容

分
類
の
規
定
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
等
、

よ
く
文
意
を
取
つ
て
説
明

さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
高
山
寺
藏
繹
迦
如
來
五
百
大
願
経
を
理
解

す
る
上
に
於
て
極
め
て
重
要
な
る
資
料
で
あ
る
。

三

繹
迦
如
來

五
百
大
願
経

の
成
立

(
成

田
)
 

一
〇
七
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〇

八

さ
て
、
本
経
の
構
造
を
見
る
に
、先
づ
前
文
の
部
分
と
五
百
條
の
誓
願

文
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
文
は
先
づ
寳
海
梵
志
の
思
惟
獲
願
に
始

ま
る
。
即
ち
、
「
我
今
己
に
無
量
無
邊
の
衆
生
に
す

」
め
て
阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
に
佳
せ
し
む
、
我
今
こ
の
諸
の
大
菩
薩
達
を
見
る
に
、各

々

願
を
お
こ
し
、
浮
き
佛
土
を
取
る
、
こ
の
賢
劫
の
中
に
於
て
そ
の
他
の

菩
薩
も
亦
五
濁
を
離
る
。
我
今
當
に
こ
の
末
世
に
於
て
眞
の
法
味
を
以

て
諸
の
衆
生
に
與
え
ん
。
我
れ
今
當
に
自
ら
堅
牢
に
し
荘
嚴
し
て
、
諸

の
善
願
を
作
す
こ
と
獅
子
吼
の
如
く
、
悉
く

一
切
の
菩
薩
を
し
て
聞
き

己
つ
て
心

に
疑
怪
を
生
じ
未
曾
有
と
歎
ぜ
し
め
ん
。
亦

一
切
の
大
衆
天

龍
鬼
神
等
を
し
て
我
を
恭
敬
し
供
養
せ
し
め
ん
。
佛
世
尊
を
し
て
我
を

構
讃
し
記
別
を
授
け
し
め
ん
。
十
方
無
量
無
邊
の
在

々
慮

々
の
現
在
の

諸
佛
、
諸

の
衆
生
の
た
め
に
正
法
を
講
説
し
、
彼
の
諸
の
如
來
を
し
て

我
が
獅
子
吼
を
聞
き
、
悉
く
讃
歎
し
て
我
に
菩
提

の
記
を
授

け
し
め

ん
。
亦
使
を
遣
は
し
來
り
給
ふ
を
諸
の
大
衆
を
し
て
悉
く
こ
れ
を
見
る

を
得
し
め
よ
う
。
我
れ
今
最
後
に
大
誓
願
を
獲
し
、
菩
薩
の
凡
ゆ
る
大

悲
を
成
就
し
乃
至
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
成
じ
よ
う
。
L
梵
志
の
以

上
の
思
惟
獲
願
に
封
し
、
無
量
百
千
萬
億
の
諸
天
、

一
切
の
大
衆
、
梵

志
を
敬
禮
し
讃
歎
し
て
、
「我
等
今
願
く
は
尊
意
獲
す
所

の
善
願

を
聞

か
ん
」
.と
勧
請
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
梵
志
は
佛
を
讃
歎
し
、
自
ら

悪
世
に
於

て
諸
忍
を
修
め
諸
の
煩
悩
賊
と
闘

い
、
無
量
の

一
切
衆
生
を

抜
出
し
寂
滅
の
道
の
中
に
安
止
し
て
住
せ
し
め
ん
こ
と
を
決
意
す
る
と

共
に
、
再

び
佛
に
封
し
反
問
す
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
「我
れ
己
に
無

量
億
の
衆
生
を
教
化
し
て
、
菩
提
心
を
お
こ
さ
し
め
、

こ
の
諸
の
衆
生

は
各

々
願

つ
て
深
妙
の
世
界
を
取
り
不
浮
土
を
離
れ
、
清
浄
の
心
を
以

て
諸
の
善
根
を
種
え
、
善
く
衆
生
を
撮
し
て
調
伏
す
。

如
來
己
に
こ
の

諸
人
等

の
た
め
に
賢
劫
の
中
に
於
て
、
當
に
成
じ
て
佛
と
な
る
べ
し
と

記
別
を
授
け
ら
れ
た
。
し
か
る
に
、
凡
ゆ
る
衆
生
は
食
婬
瞑
療
僑
慢
を

行
い
、
悉
く
當
に
三
乗

の
中
に
調
伏
す
べ
く
、

一
千
四
佛
の
放
捨
す
る

所
の
者
で
あ
る
。
よ
つ
て
悪
業
を
行
い
諸
佛
世
界
の
容
受
せ
ざ
る
所
で

あ
る
。
接
け
ら
れ
て
こ
の
世
界
に
集
り
來
つ
て
い
る
そ
の
時
、
娑
婆
世

界
は
賢
劫
の
中
、
人
壽
千
歳
で
あ
り
、
一
千
四
佛
は
大
悲
成
ぜ
ざ
れ
ば
、

か
く
の
如
き
弊
悪
の
世
を
取
ら
ず
、
諸
の
衆
生
を
し
て
生
死
に
流
轄
せ

し
め
、
救
護
あ
る
こ
と
な
く
、
諸
の
苦
悩
を
受
く
る
を
か
え
つ
て
捨
て

放
つ
て
、
各

々
願
つ
て
浄
妙
の
世
界
を
取
つ
て
お
り
ま
す
が
そ
れ
に
相

違
な
き
か
。
」
と
疑
惑
反
問
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
封

し
世
尊
は
か

く
の
如
き
事
の
相
違
な
き
こ
と
を
是
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

に

於
て
梵
志
は
佛
の
御
前
に
改
め
て
立
誓
決
意
を
表
白
す
る
の
で
あ
る
。

「
諸
の
菩
薩
は
大
悲
を
生
ず
と
錐
も
、
五
濁
世
を
取
る
こ
と
能
は
ず
。

今
諸
の
衆
生
は
擬
の
闇
黒
に
堕
し
て
い
る
。
世
尊
よ
、
來
世

一
恒
河
沙

の
阿
僧
砥
を
過
ぎ
、
第
二
の
恒
河
沙
の
阿
僧
砥
劫
に
入
り
、
後
分
の
賢

劫
の
中
、
人
壽
千
歳
の
時
に
あ
た
り
、
菩
薩
道
を
行
じ
久
し
く
生
死
に

あ
り
て
諸
苦
を
忍
受
せ
ん
。
菩
薩
の
三
昧
力
を

以
て
の
故
に
、
要
ら
ず

ま
さ
に
か
く
の
如
き
の
衆
生
を
捨
て
ざ
る
べ
し
。
世
蝉
よ
、
我
れ
今
自

ら
六
波
羅
蜜
を
行
じ
衆
生
を
調
伏
せ
ん
。」
以

上
が
前
文
の
大
要
で
あ
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る
が
、

こ

に
梵
志
の
五
百
條
の
誓
願
を
説
く
に
至
る
原
由
を
語
る
共

と
に
、
悲
華
経
の
趣
意
を
説
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
に
五
百
條
の
誓
願
文
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
先
に
も

一
言

へ
 
 

せ
る
如
く
、
略
経
私
記
に
は
大
分
し
て
七
項
目
に
分
類
し
て
い
る
。
し

か
も

一
々
の
願
文
に
つ
い
て
は
そ
の
意
を
取
つ
て
願
名
を
附
し
て
い
る

が
、
勿
論
願
文
の
構
成
仕
方
に

つ
い
て
は
、
本
経

(高
山
寺
本
)
と
異

な
り
廣
範
園
か
ら
こ
れ
を
取

つ
て
い
る
か
ら
、
爾
者
を
封
照
し
て
も
、

略
経
私
記

に
願
名
を
立
て
』
い
て
も
、
本
経
に
該
當
す
る
も
の
の
な
い

場
合
も
あ
り
、
又
本
経
に

一
箇
條
を
立
て

い
て
も
、
略
経
私
記
に
該

當
す
る
願
名
を
見
出
せ
な
い
場
合
も
あ
る
。
又
本
経
の
敷
箇
條
乃
至
二

十
五
箇
條
を
以
て
、
略
経
私
記
の
一
願
名
に
包
括
さ
れ
る
場

合
も
あ

る
。
交
互
に
廣
略
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
、
五
百
の
誓
願
文
全
膿

の
内
容
を
分
類
規
定
す
る
場
合
、

一
慮
、
略
経
私
記
に
從
う
こ
と
が
妥

當
か
と
考

へ
る
か
ら
こ
れ
に
從
い
、

一
々
の
個
條
に
つ
い
て
、
適
切
な

願
名
を
附
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
は
あ
る
が
、
今
は
試
み

に
略
経

私
記
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
次
に
列
記
し
て
見
よ
う
。

第

一
項
、
明
二修
行
六
度
殉

第

一
願
、
檀
度
利
盆
願
。
第
二
願
、
不
求
果
報
願
。
第
三
願
、
布
施

過
量
願
。

第
四
願
、
檀
度
勝
他
願
。
第
五
願
、
数
劫
行
檀
檀
度
相
績
願
。

第
六
願
、

修
行
戒
度
願
。
第
七
願
、
修
行
忽
辱
願
。
第
八
願
、

修
行
精

進
願
。
第
九
願
、
修
行
潭
定
願
。
第
十
願
、
修
行
慧
度
願
。
第
十

一
願
、

過
去
未
來
慧
度
願
。
第
十
二
願
、
開
示
大
悲
願
。
第
十
三
願
、
不
著
六

度
願
。
第
十
四
願
、
濟
度
重
罪
願
。
第
十
五
願
、
自
代
地
獄
苦
願
。
第

十
六
願
、
自
代
畜
生
苦
願
。
第
十
七
願
、
自
代
餓
鬼
苦
願
。
第
十
八
願
、

自
代
貧
窮
鬼
紳
苦
願
。
第
十
九
願
、
自
代
卑
賎
人
中
願
。
第
廿
願
、
種

他
善
根
願
。
第
廿

一
願
、
不
欣
世
樂
願
。
第
廿
二
願
、
自
行
供
佛
願
。

第
廿
三
願
、
爲
他
供
佛
願
。
第
廿
四
願
、
於
佛
得
功
徳
願
。
第
廿
五
願
、

令
佳
無
上
菩
提
願
。
第
廿
六
願
、
令
住
縁
畳
菩
提
願
。
第
廿
七
願
、
令

佳
聲
聞
菩
提
願
。
第
廿
八
願
、
作
仙
結
縁
願
。
第
廿
九
願
、
攣
身
摩
醜

願
。
第
光
願
、
攣
身
八
腎
願
。
第
三
十

一
願
、
化
日
天
子
願
。
第
三
十

二
願
、
化
月
天
子
願
。
第
三
十
三
願
、
化
梵
天
身
願
。
第
三
十
四
願
、

化
天
帝
繹
身
願
。
第
三
十
五
願
、
金
翅
鳥
身
願
。
第
三
十
六
願
、
四
天

王
身
願
。
第
三
十
七
願
、
諸
夜
又
身
願
。
第
三
十
八
願
、
乾
閣
波
身
願
。

第
三
十
九
願
、
阿
修
羅
身
願
。
第
四
十
願
、
緊
那
羅
身
願
。
第
四
十

一

願
、
摩
賑
羅
伽
身
願
。
第
四
十
二
願
、
執
金
剛
神
身
願
。
第
四
十
三
願
、

威
徳
大
神
身
願
。
第
四
十
四
願
、
諸
鬼
神
身
願
。
第
四
十
五
願
、
五
通

仙
身
願
。
第
四
十
六
願
、
師
子
等
身
願
。
第
四
十
七
願
、
兎
身
敏
化
願
。

第
四
十
八
願
、
身
與
飢
餓
願
。
第
四
十
九
願
、
代
罪
救
護
願
。
第
五
.十
願
、

、
利
釜
大
悪
願
。
第
五
十

一
願
、
賢
劫
利
釜
願
。
第
五
十
二
願
、
得
見
諸

佛
願
。
第
五
十
三
願
、
化
盆
多
佛
願
。
第
五
十
四
願
、
見
他
方
佛
願
。

第
五
十
五
願
、
諸
法
利
盆
願
。
第
五
十
六
願
、
調
伏
鈍
根
願
。
第
五
十

七
願
困
自
在
佛
事
願
。
第
五
十
八
願
、
恭
敬
讃
歎
願
。
第
五
十
九
願
、

諮
問
出
家
法
願
、
第
六
十
願
、
正
法
撮
取
願
。
第
六
十

一
願
、
當
作
佛

事
願
。
第
六
十
二
願
、
迦
菓
佛
恭
敬
願
。
第
六
十
三
願
、
再
諮
問
出
家

繹
迦
如
來
五
百
大
願
経

の
成

立

(
成

田
)

に
〇

九
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繹
迦
如
來

五
百
、大
願
経

の
成

立

(
成

田
)
 

一
一
〇

法
願
。
第
六
十
四
願
、
再
正
法
撮
取
願
。
第
六
十
五
願
、
重
當
作
佛
事

願
。
第
六
十
六
願
、
千
歳
利
釜
願
。

第
二
項
、
明
二八
相
示
現
↓

第
六
十
七
願
、
生
天
利
盆
願
。
第
六
十
八
願
、
令
趣
三
乗
願
。
第
六

十
九
願
、
再
令
趣
三
乗
願
。
第
七
十
願
、
大
悲
敏
化
願
。
第
七
十

一
願
、

令
佳
三
乗
菩
提
願
、
第
七
十
二
願
、
再
令
住
三
乗
菩
提
願
第
七
十
三
願
、

再
大
悲
敏
化
願
。
第
七
十
四
願
、
下
天
利
盆
願
。
第
七
十
五
願
、
入
胎

放
光
願
、
第
七
十
六
願
、
令
見
光
明
願
。
第
七
十
七
顧
、
種
浬
架
根
栽

願
。
第
七
十
八
願
、
庭
胎
撰
澤
願
。
第
七
十
九
願
、
室
門
功
徳
願
。
第

八
十
願
、
出
胎
利
盆
顧
。
第
八
十

一
願
、
正
受
思
惟
願
。
第
八
十
二
願
、

從
右
脇
生
願
。
第
八
十
三
願
、
生
時
振
動
願
。
第
八
十
四
願
、
出
胎
光

明
願
。
第
八
十
五
願
、
見
光
畳
醒
願
。
第
八
十
六
願
、
浬
藥
善
根
願
。

第
八
十
七
願
、
躇
地
振
動
願
。
第
八
十
八
願
、
五
道
得
菩
薩
願
。
第
八

十
九
願
、
令
得
三
昧
願
。
第
九
十
願
、
異
生
供
養
願
。
第
九
十

一
願
、

尋
行
七
歩
願
。
第
九
十
二
願
、
選
揮
功
徳
願
。
第
九
十
三
願
、
令
生
歓

喜
願
。
第
九
十
四
願
、意
樂
聲
聞
願
。
第
九
十
五
願
、
意
樂
縁
畳
願
。
第

九
十
六
願
、
意
樂
大
乗
願
。
第
九
十
七
願
、誕
生
洗
濯
願
。
第
九
十
八
願
、

令
佳
三
乗
願
。
第
九
十
九
願
、
示
現
童
子
願
。
第
百
願
、
伎
術
希
有
願
。

第
百

一
願
、
在
家
受
樂
願
。
第
百
二
願
、
示
現
娯
樂
願
。
第
百
三
願
、

夜
牟
出
家
願
。
第
百
四
願
、
令
獲
道
心
願
。
第
百
五
願
、
道
場
袈
裟
願
。

第
百
六
願
、
令
佳
正
法
願
。
第
百
七
願
、
已
獲
三
乗
願
。
第
百
八
願
、

受
草
朕
坐
願
。
第
百
九
願
、
繋
念
三
殊
願
、
第
百
十
願
、
食
米
施
残
願
。

第
百
十

一
願
、
聞
苦
供
養
願
。
「第
百
十
二
願
、
諸
衆
謹
明
願
。
第
百
十

三
願
、
心
得
寂
静
願
ρ
第
百
十
四
願
、
縁
畳
種
善
根
願
。
第
百
十
五
願
、

大
乗
種
善
根
願
。
第
百
十
六
願
、
外
道
蹄
依
願
。
第
百
十
七
願
、
佳
三

乗
不
退
地
願
。
第
百
十
八
願
、
貴
賎
供
養
願
。
第
百
十
九
願
、
貴
賎
安

佳
三
乗
願
。
第
百
二
十
願
、
受
女
人
供
願
。
第
二
十

一
願
、
女
人
安
佳

三
乗
願
。
第
百
二
十
二
願
、
不
轄
畜
生
身
願
。
第
百
二
十
三
願
、
禽
獣

令
佳
三
乗
願
。
第
百
二
十
四
願
、
小
虫
令
安
佳
三
乗
願
。
第
百
二
十
五

願
、
遠
劫
讃
明
願
。
第
百
二
十
六
願
、
苦
行
勝
過
願
。
第
百
二
十
七
願
、

苦
行
勝
現
顧
。
第
百
二
十
八
願
、
苦
行
勝
未
願
。
第
百
二
十
九
願
、
超

過
三
世
願
。
第
百
三
十
願
、
樹
下
降
魔
願
。
第
百
三
十

一
願
、
,残
業
報

身
願
。
第
百
三
十
二
願
、
聞
名
入
菩
薩
地
願
。
第
百
三
十
三
願
利
釜
神

通
願
。
第
百
三
十
四
願
、
随
時
読
法
願
。
第
百
三
十
五
願
、
破
衆
煩
悩

願
。
第
百
三
十
六
願
、
施
無
所
畏
願
。
第
百
三
十
七
願
、
無
郭
出
家

願
。
第
百
三
十
八
願
、
女
人
大
戒
願
。
第
百
三
十
九
願
、
供
養
四
衆
願
。

第
百
四
十
願
、
異
類
授
諦
願
。
第
百
四
十

一
願
、
異
類
八
戒
願
。
第
百

四
十
二
願
、
残
害
忍
受
願
。
第
百
四
十
三
願
、
誹
諺
忍
受
願
。
第
百
四

十
四
願
、
残
業
悉
受
願
。
第
百
四
十
五
願
、
濟
度
怨
賊
願
。
第
百
四
十

六
願
、
天
上
障
蓋
願
。
第
百
四
十
七
願
、
衆
生
業
蓋
願
。
第
百
四
十
八

願
、
化
佛
利
釜
願
。
第
百
四
十
九
願
、
化
佛
遣
至
願
。
第
百
五
十
願
、

化
佛
濟
悪
願
。
第
百
五
十

一
願
、
随
類
化
身
願
。
第
百
五
十
二
願
、
攣

形
利
釜
願
。
第
百
五
十
三
願
、
現
形
説
法
願
。
第
百
五
十
四
願
、
聞
讃

生
人
願
。
第
百
五
十
五
願
、
臨
終
利
釜
願
。
第
百
五
十
六
願
、
悪
道
生
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人
願
、
第
百
五
十
七
願
、
韓
彼
邪
心
願
。
第
百
五
十
八
願
、
他
逆
引
來

願
。
第
百
五
十
九
願
、
生
兜
率
天
願
。
第
百
六
十
願
、
下
生
利
釜
願
。
第

百
六
十

一
願
、
説
法
利
釜
願
。
第
百
六
十
二
願
、
作
童
子
形
願
。
第
百

六
十
三
願
、
苦
行
利
釜
願
。
第
百
六
十
四
願
、
破
諸
魔
王
願
。
第
百
六

十
五
願
、
轄
正
法
輪
願
。
第
言
六
十
六
願
、
流
布
舎
利
願
。
第
百
六
十

七
願
、
韓
法
輪
相
願
。
第
百
六
十
八
願
、
得
知
聲
聞
願
。
第
百
六
十
九

願
、得
解
縁
箆
願
。
第
百
七
十
願
、
解
了
大
乗
願
。
第
百
七
十

一
願
、
聞

法
捨
財
願
。
第
百
七
十
二
願
、
聞
法
持
戒
願
。
第
百
七
十
三
願
、
聞
法

慈
心
願
。
第
百
七
十
四
願
、
聞
法
悲
心
願
。
第
百
七
十
五
願
、
聞
法
喜

心
願
、
第
百
七
十
六
願
、
聞
法
捨
心
願
。
第
百
七
十
七
願
、
得
不
浮
観

願
。
第
百
七
十
八
願
、得
身
念
所
願
。
第
百
七
十
九
願
、
論
議
不
慢
願
。

第
百
八
十
願
、
得
陀
羅
尼
願
。
第
百
八
十

一
願
、
解
法
室
門
願
。
第
百

八
十
二
願
、
解
無
相
法
願
。
第
百
八
十
三
願
、
解
無
願
法
願
。
第
百
八

十
四
願
、
心
得
清
浮
願
。
第
百
八
十
五
願
、
離
多
縁
心
願
。
第
百
八
十

六
願
、
解
眞
實
相
願
。
第
百
八
十
七
願
、
法
無
依
僑
願
。
第
百
八
十
八

顧
、
愛
染
離
心
願
。
第
百
八
十
九
願
、
得
日
光
定
願
、
第
百
九
十
願
、

離
諸
魔
業
願
。
第
百
九
十

一
願
、
増
釜
正
法
願
。
第
百
九
十
二
願
、
解

了
煩
悩
願
。
第
百
九
十
三
願
、
悪
道
同
反
願
。
第
百
九
十
四
願
、
遮
邪

鶴
正
願
。
第
百
九
十
充
願
、
菩
薩
生
死
願
。
第
百
九
十
六
願
、
畳
了
善

法
願
。
第
百
九
十
七
願
、
随
喜
善
根
願
。
第
百
九
十
八
願
、
無
関
光
明

願
。
第
百
九
十
九
願
、
離
悪
業
報
願
。
第
二
百
願
、
不
怖
大
衆
願
、
第

二
百

一
願
、
鰐
嚴
三
昧
願
。
第
二
百
二
願
、
見
諸
光
明
願
。
第
二
百
三

願
、
捨
暦
愛
心
願
。
第
二
百
四
願
、
瞳
相
三
昧
願
。
第
二
百
五
願
、
法

炬
三
昧
願
。
第
二
百
六
願
、
日
燈
三
昧
願
。
第
二
百
七
願
、
功
徳
慮
辮

願
。
第
二
百
八
願
、
観
色
堅
固
願
。
第
二
百
九
願
、
決
定
三
昧
願
。
第

二
百
十
願
、
須
彌
瞳
定
願
。
第
二
百
十

一
願
、
金
剛
三
昧
願
。
第
二
百

十
二
願
、
了
達
道
場
願
。
第
二
百
十
三
願
、
得
厘
離
心
願
。
第
二
百
十

四
願
、
得
他
心
通
願
。
第
二
百
十
五
願
、
得
知
利
鈍
願
。
第
二
百
十
六

願
、
解
了
音
聲
願
、
第
二
百
十
七
願
、
解
了
諸
身
願
。
第
二
百
十
八
願
、

不
胸
三
昧
願
、
第
二
百
十
九
願
、
無
謹
三
昧
願
、
第
二
百
二
十
願
、
不

疑
法
輪
願
。
第
二
百
二
十

一
願
、
随
順
因
縁
願
。
第
二
百
二
十
二
願
、

善
別
佛
土
願
。
第
二
百
二
十
三
願
、
種
相
善
根
願
。
第
二
百
二
十
四
、

願
、
解
了
言
音
願
。
第
二
百
二
十
五
願
、
法
界
三
昧
願
。
第
二
百
二
十

六
願
、
不
退
輻
法
願
。
第
二
百
二
十
七
願
、
得
大
智
慧
願
。
第
二
百
二

十
八
願
、
不
失
誓
願
願
。
第
二
百
二
十
九
願
、

一
道
無
別
願
。
第
二
百

三
十
願
、
得
無
所
有
願
。
第
二
百
三
十

一
願
、
得
波
羅
蜜
願
。
第
二
百

三
十
二
願
、
得
四
撮
法
願
。
第
二
百
三
十
三
願
、
卒
等
勲
心
願
。
第
二

百
三
十
四
願
、
住
不
出
世
願
。
第
二
百
三
十
五
願
、
智
印
三
昧
願
。
第

二
百
三
十
六
、
決
定
三
昧
願
。
第
二
百
三
十
七
願
、
聞
法
不
志
願
。
第

二
百
三
十
八
願
、
得
浄
慧
眼
願
。
第
二
百
三
十
九
願
、
得
信
三
寳
願
。

第
二
百
四
十
願
、
法
雨
三
昧
願
。
第
二
百
四
十

一
願
、
離
断
滅
見
願
。

第
二
百
四
十
二
願
、
智
慧
三
味
願
。
第
二
百
四
十
三
願
、
不
縛
煩
悩
願
。

第
二
百
四
十
四
願
、
離
我
我
所
願
。
第
二
百
四
十
五
願
、
得
世
間
解
願
。

第
二
百
四
十
六
願
、
得
諸
攣
化
願
。
第
二
百
四
十
七
願
、
解
諸
法
同
願
。

繹
迦
如
來

五
百
大
願
経

の
成
立

(
成

田
)
 

一
一
一
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縄
迦
如
來
五
百
大
願
経

の
成
立

(
成

田
)
 

一
一
二

第
二
百
四
十
八
願
、
選
澤
諸
経
願
。
第
二
百
四
十
九
願
、
解
六
和
敬
願
。

第
二
百
五
十
願
、
勲
解
脱
法
願
。
第
二
百
五
十

一
願
＼
入
如
來
藏
願
、

第
二
百
五
十
二
、
智
慧
勲
行
願
。
第
二
百
五
十
三
願
、
見
本
生
佳
願
。

第
二
百
五
十
四
願
、
受
記
三
昧
願
。
第
二
百
五
十
五
願
、
無
壊
三
昧
願
。

第
二
百
五
十
六
願
、
得
四
無
畏
願
。
第
二
百
五
十
七
願
、
得
不
共
法
願
。

第
二
百
五
十
八
願
、
願
句
三
昧
願
。
第
二
百
五
十
九
願
、
得
鮮
白
浮
願
。

第
二
百
六
十
願
、
善
了
三
昧
願
。
第
二
百
六
十

一
願
、
成
就
佛
事
願
。

第
二
百
六
十
二
、
聞
法
信
解
願
。
第
二
百
六
十
三
願
、
菩
薩
得
諸
法
願
。

第
二
百
六
十
四
願
、
菩
薩
得
三
昧
願
。
第
二
百
六
十
五
願
、
菩
薩
得
陀

羅
尼
願
。
第
二
百
六
十
六
願
、
菩
薩
不
退
願
。
第
二
百
六
十
七
願
、
相

好
荘
嚴
願
。
第
二
百
六
十
八
願
、随
相
好
嚴
身
願
。
第
二
百
六
十
九
願
、

妙
音
荘
嚴
願
。
第
二
百
七
十
願
、
定
心
荘
嚴
願
。
第
二
百
七
十

一
願
、

想
念
荘
嚴
願
。
第
二
百
七
十
二
願
、善
心
荘
嚴
願
。
第
二
百
七
十
三
願
、

專
心
荘
嚴
願
。
第
二
百
七
十
四
願
、
布
施
荘
嚴
願
。
第
亭
百
七
十
五
願
、

持
戒
荘
嚴
願
。
第
二
百
七
十
六
願
、
忍
辱
荘
嚴
願
。
第
二
百
七
十
七
願
、

精
進
荘
嚴
願
。
第
二
百
七
十
八
願
、
暉
定
荘
嚴
願
。
第
二
百
七
十
九
願
、

智
慧
荘
嚴
願
。
第
二
百
八
十
願
、
慈
心
荘
嚴
願
。
第
二
百
八
十

一
願
、

悲
心
荘
嚴
願
。
第
二
百
八
十
二
願
、
喜
心
荘
嚴
願
。
第
二
百
八
十
三

願
、
捨
心
荘
嚴
願
。
第
二
百
八
十
四
願
、
諸
通
荘
嚴
願
。
第
二
百
八
十

五
願
、
功
徳
荘
嚴
願
。
第
二
百
八
十
六
願
、
知
心
荘
嚴
願
。
第
二
百
八

十
七
願
、
意
樂
荘
嚴
願
。
第
二
百
八
十
八
願
、
光
明
荘
嚴
願
。
第
二
百

八
十
九
願
、
諸
辮
荘
嚴
願
。
第
二
百
九
十
願
、
無
畏
荘
嚴
願
。
第
二
百

九
十

一
願
、
得
佛
功
徳
願
。
第
二
百
九
十
二
願
、
説
法
荘
嚴
願
。
第
二

百
九
十
三
願
、
佛
光
荘
嚴
願
。
第
二
百
九
十
四
願
、
照
明
荘
嚴
願
。
第

二
百
九
十
五
願
、
他
心
荘
嚴
願
。
第
二
百
九
十
六
願
、
教
誠
荘
嚴
願
。

第
二
百
九
十
七
願
、
神
足
荘
嚴
願
。
.第
二
百
九
十
八
願
、
法
藏
荘
嚴
願
。
'

第
二
百
九
十
九
願
、
善
法
荘
嚴
願
。
第
三
百
願
、
説

一
句
法
願
。
第
三

百
一
願
、
成
就
大
法
願
。
第
三
百
二
願
、
廣
説
法
門
願
。
第
三
百
三

願
、
令
得
正
見
願
。
第
三
百
四
願
、
廣
読
法
聚
願
。
第
三
百
五
願
、
廣

読
六
度
願
。
第
三
百
六
願
、
安
止
三
露
願
。
第
三
百
七
願
、
安
止
不
殺

願
。
第
三
百
八
願
、
安
止
不
盗
願
。
第
三
百
九
願
、
安
止
不
婬
願
。
第

三
百
十
願
、
安
止
不
妄
願
。
第
三
百
十

一
願
、
安
止
不
酒
願
。
第
三
百

十
二
願
、
受
持
五
戒
願
。
第
三
百
十
三
願
、
受
持
八
戒
願
。
第
三
百
十

四
願
、
安
止
十
戒
願
。
第
三
百
十
五
願
、
梵
行
大
戒
願
。
第
三
百
十
六

願
、
開
示
五
陰
法
門
願
。
第
三
百
十
七
願
、
開
示
十
二
入
願
。
第
三
百
十

八
願
、
開
示
十
八
界
願
。
第
三
百
十
九
願
、
令
入
正
見
願
。
第
三
百
二

十
願
、
得
入
正
道
願
。
第
三
百
二
十

一
願
、
安
止
無
我
法
願
。
第
三
百

二
十
二
願
、
安
止
無
畏
浬
藥
願
。
第
三
百
二
十
三
願
、
正
法
論
義
願
。

第
三
百
二
十
四
願
、
令
佳
五
紳
通
願
。
第
三
百
二
十
五
願
、
宣
説
和
伽

羅
経
願
。
第
三
百
二
十
六
願
、
宣
説
阿
浮
陀
経
願
。
第
三
百
二
十
七
願
、

宣
読
修
多
羅
経
願
。
第
三
百
二
十
八
願
、
宣
説
砥
那
正
教
願
。
第
三
百

二
十
九
、
宣
読
伽
陀
正
教
願
。
第
三
百
三
十
願
、
宣
説
優
陀
那
正
敬

願
。
第
三
百
三
十

一
願
、
宣
説
砒
尼
正
教
願
。
第
三
百
三
十
二
願
、
宣

説
和
多
伽
正
敏
願
。
第
三
百
三
十
三
瀬
、
宣
説
諸
響
喩
経
願
。
第
三
百
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三
十
四
願
、
宣
説
種
々
因
縁
願
。
第
三
百
三
十
五
願
、
宣
説
十
二
頭
陀

願
。
第
三
亘

二
+
六
願
、
宣
読
甚
深
正
敏
願
。
第
三
亘

三
+
七
願
、
教

示
室
理
願
。
第
三
百
三
十
八
願
、
説
室
無
論
願
。
第
三
百
三
十
九
願
、

螢
左
衆
事
願
。
第
三
百
四
十
願
、
示
正
解
睨
願
。
第
三
百
四
十

一
願
、

教
化
正
道
願
。
第
三
百
四
十
二
願
、種
々
方
便
願
る
第
三
百
四
十
三
願
、

示
現
神
足
願
。
第
三
百
四
十
四
願
、
放
大
光
明
願
。
第
三
百
四
十
五

願
、
現
諸
瑞
相
願
。
第
三
百
四
十
六
願
、
震
動
世
界
願
。
第
三
百
四
十

七
願
、
現
諸
音
樂
願
。
第
三
百
四
十
八
願
、
雨
諸
天
花
願
。
第
三
百
四

十
九
願
、
大
海
入
芥
子
願
。
第
三
百
五
十
願
、
現
諸
佛
國
土
願
。
第
三

百
五
十

一
願
、
常
行
乞
食
願
。
第
三
百
五
十
二
願
、
示
現
浬
架
願
。
第

三
百
五
十
三
願
、
入
滅
減
壽
願
。
第
三
百
五
十
四
願
、
求
般
浬
繋
願
。

第
三
項
、
明
二滅
後
利
釜
↓

第
三
百
五
十
五
願
、
正
法
千
歳
願
。
第
三
百
五
十
六
願
、
像
法
五
百

歳
願
。
第
三
百
五
十
七
願
、
珍
寳
供
養
舎
利
願
。
第
三
百
五
十
八
願
、

伎
樂
供
養
舎
利
願
。
第
三
百
五
十
九
願
、
歌
舞
供
養
舎
利
願
。
第
三
百

六
十
願
、
歌
唄
舎
利
願
。
第
三
百
六
十

一
願
、
衣
服
供
養
舎
利
願
。
第

三
百
六
十
二
願
、
飲
食
供
養
舎
利
願
。
第
三
百
六
十
三
願
、
塔
廟
供
養

舎
利
願
。
第
三
百
六
十
四
願
、勧
人
供
養
舎
利
願
。
第
三
百
六
十
五
願
、

供
養
舎
利
随
喜
願
。
第
三
百
六
十
六
願
、
讃
歎
舎
利
願
。
第
三
百
六
十

七
願
、
妙
花
供
養
舎
利
願
。
第
三
百
六
十
八
願
、
妙
香
供
養
舎
利
願
。

第
三
百
六
十
九
願
、
禮
拝
舎
利
願
。
第
三
百
七
十
願
、
右
邊
舎
利
願
。

第
三
百
七
十

一
願
、
散
於
舎
利
願
。
第
三
百
七
十
二
願
、
供
養
三
寳
願
。

第
三
百
七
十
三
願
、
彫
書
佛
菩
薩
像
願
。
第
三
百
七
十
四
願
、
聚
砂
爲

塔
願
。
第
三
百
七
十
五
願
、書
諸
佛
像
願
。
第
三
百
七
十
六
願
、
衣
服
臥

具
ハ供
養
三
寳
願
。
第
三
百
七
十
七
願
、
花
香
供
養
三
寳
願
。
第
三
百
七

十
八
願
、
歌
唄
三
寳
願
。
第
三
百
七
十
九
願
、
花
供
養
三
寳
願
。
第
三

百
八
十
願
、
善
心

一
禮
三
寳
願
。
第
三
百
八
十

一
願
、
珍
寳
衣
服
施
衆

生
願
。
第
三
百
八
十
二
願
、
飲
食
施
貧
窮
願
。
第
三
百
八
十
三
願
、
食

施
有
情
虫
類
願
。
第
三
百
八
十
四
願
、
受
具
ハ足
戒
堅
持
願
。
第
三
百
八

十
五
願
、
受
十
重
戒
堅
持
願
。
第
三
百
八
十
六
願
、
受
五
戒
堅
持
願
。

第
三
百
八
十
七
願
、
受
八
齋
戒
堅
持
願
。
第
三
百
八
十
八
願
、
受

一
戒

食
堅
持
願
。
第
三
百
八
十
九
願
、
忍
受
諸
苦
願
。
第
三
百
九
十
願
、
忍

不
致
報
願
。
第
三
百
九
十

一
願
、
勤
修
佛
事
願
。
第
三
百
九
十
二
願
、

撮
念
坐
繹
願
。
第
三
百
九
十
三
願
、解
説
大
乗
願
。
第
三
百
九
十
四
願
、

受
持

一
四
句
偶
願
。
第
三
百
九
十
五
願
、
供
養

一
四
句
偶
願
。
第
三
百

九
十
六
願
、
令
鶏
敢
法
願
。
第
三
百
九
十
七
願
、
供
養
法
師
願
。
第
三

百
九
十
八
願
、

一
禮
三
寳
願
。
第
三
百
九
十
九
願
、
舎
利
不
滅
願
。
第

四
百
願
、
舎
利
出
現
願
。
第
四
百

一
願
、辱
舎
利
雨
花
曼
陀
羅
願
。
第
四

百
二
願
、
舎
利
雨
諸
妙
花
願
。
第
四
百
三
願
、
舎
利
出
三
露
依
聲
等
願
。

第
四
百
四
願
、
舎
利
出
布
施
聲
等
願
。
第
四
百
五
願
、
舎
利
出
讃
経
聲

等
願
。
第
四
百
六
願
、
舎
利
出
八
勝
露
聲
願
。
第
四
百
七
願
、
舎
利
雨

諸
華
願
。
第
四
百
八
願
、
舎
利
化
作
珍
寳
願
。
第
四
百
九
願
、
無
諸
闘

諄
願
。
第
四
百
十
願
、
除
諸
貧
苦
願
。
第
四
百
十

一
願
、
無
諸
病
苦
願
。

第
四
百
十
二
願
、
無
諸
災
難
願
。
第
四
百
十
三
願
、
舎
利
至
本
住
庭
願
。

繹
迦
如
來

五
百
大
願
経

の
成
立

(
成

田
)
 

一
一
三
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繹
迦

如
來
五
百
大
願
経

の
成
立

(
成

田
)
 

一
一
四

第
四
百
十
四
願
、
舎
利
治
兵
願
。
第
四
百
十
五
願
、
舎
利
雨
曼
陀
羅
花

願
。
第
四
百
十
六
願
、
舎
利
出
佛
聲
等
願
。
第
四
百
十
七
願
、
舎
利
出

妙
聲
願
。
第
四
百
十
八
願
、
舎
利
放
五
色
光
願
。
第
四
百
十
九
願
、
舎

利
出
諸
珍
寳
願
。
第
四
百
二
十
願
、
舎
利
國
土
安
穏
願
。
第
四
百
二
十

一
願
、
舎
利
諸
悪
消
滅
願
。
第
四
百
二
十
二
願
、
舎
利
至
本
佳
虜
願
。

第
四
百
二
十
三
願
、
舎
利
攣
作
佛
事
願
。
第
四
百
二
十
四
願
、
舎
利
放

種
々
光
願
。
第
四
百
二
十
五
願
、
舎
利
雨
華
香
願
。
第
四
百
二
十
六

願
、
舎
利
出
妙
音
願
。
第
四
百
二
十
七
願
、
舎
利
出
珍
寳
願
。
第
四
百

二
十
八
願
、
舎
利
出
妙
藥
願
。
第
四
百
二
十
九
願
、
舎
利
國
土
安
寧
願
。

第
四
百
三
十
願
、
舎
利
不
散
滅
願
。
第
四
百
三
十

一
願
、
舎
利
從
地
出

、
現
願
。
第
四
百
三
十
二
願
、
舎
利
放
光
明
願
。
第
四
百
三
十
三
願
、
舎

利
雨
妙
華
願
。
第
四
百
三
十
四
願
、
舎
利
出
妙
音
聲
願
。
第
四
百
三
十

五
願
、
舎
利
出
諸
珍
寳
願
。
第
四
百
三
十
六
願
、
舎
利
出
百
味
願
。
第

四
百
三
十
七
願
、
舎
利
世
界
安
穏
願
。
第
四
百
三
十
八
願
、
舎
利
令
入

佛
道
願
ゆ
第
四
百
三
十
九
願
、
舎
利
作
大
利
釜
願
。
第
四
百
四
十
願
、

舎
利
廣
釜
願
。
第
四
百
四
十

一
願
、
舎
利
久
住
願
。
第
四
百
十
二
願
、

皆
得
成
佛
願
。
第
四
百
四
十
三
願
、
令
安
佳
勝
果
願
。
第
四
百
四
十
四

願
、
墾
後
因
縁
願
。
第
四
百
四
十
五
願
、
令
得
成
正
箆
願
。
第
四
百
四

十
六
願
、
読
其
本
縁
願
。
第
四
百
四
十
七
願
、
随
求
授
記
願
。
第
四
百

四
十
八
願
、
舎
利
遠
釜
願
。
第
四
百
四
十
九
願
、
舎
利
大
師
願
。
第
四

百
五
十
願
、
學
後
利
釜
願
。

第
四
項
、
重
願
レ濟
二度
獄
苦
↓

第
四
百
五
十

一
願
、
諸
願
不
漏
誓
。
第
四
百
五
十
二
願
、
重
誓
不
満

願
。
第
四
百
五
十
三
願
、
捨
自
利
他
願
。
第
四
百
五
十
四
願
、
結
縁
地

獄
願
。
第
四
百
五
十
五
願
、
出
阿
鼻
地
獄
生
人
天
願
。
第
四
百
五
十
六

願
、
入
阿
鼻
地
獄
代
受
苦
願
。
第
四
百
五
十
七
願
、
庭
地
獄
代
受
苦
願
。

第
四
百
五
十
八
願
、
出
大
焼
熱
地
獄
生
人
天
願
。
第
四
百
五
十
九
願
、

入
大
焼
熱
地
獄
代
受
苦
願
。
第
四
百
六
十
願
、
出
焼
熱
地
獄
生
人
天

願
。
第
四
百
六
十

に
願
、
入
焼
熱
地
獄
代
受
苦
願
。
第
四
百
六
十
二
願
、

出
大
盧
猫
地
獄
生
人
天
願
。
第
四
百
六
十
三
願
、
入
大
鷹
猫
地
獄
代
受

苦
願
。
第
四
百
六
十
四
願
、
出
鷹
猫
地
獄
生
人
天
願
。
第
四
百
六
十
五

願
、
入
盧
猫
地
獄
代
受
苦
願
。
第
四
百
六
十
六
願
、
出
衆
合
地
獄
生
人

天
願
。
第
四
百
六
十
七
願
、
入
衆
合
地
獄
代
受
苦
願
。
第
四
百
六
十
八

願
、
出
黒
縄
地
獄
生
人
天
願
。
第
四
百
六
十
九
願
、
入
黒
縄
地
獄
代
受

苦
願
。
第
四
百
七
十
願
、
出
等
活
地
獄
生
人
天
願
。
第
四
百
七
十

一
願
、

入
等
活
地
獄
代
受
苦
願
。
第
四
百
七
十
二
願
、
出
八
塞
等
地
獄
生
人
天

願
。
第
四
百
七
十
三
願
、
出
畜
生
生
人
天
願
。
第
四
百
七
十
四
願
、
入

畜
生
道
代
受
苦
願
。
第
四
百
七
十
五
願
、
出
鬼
類
生
人
天
願
。
第
四
百

七
十
六
願
、
入
餓
鬼
界
代
受
苦
願
。
第
四
百
七
十
七
願
、
出
阿
修
羅
生

人
天
願
。
第
四
百
七
十
八
願
Y入
悪
趣
代
受
苦
願
。
第
四
百
七
十
九
願
、

人
界
謹
菩
提
願
。
第
四
百
八
十
願
、
生
人
界
代
受
苦
願
。
第
四
百
八
十

一
願
、
諸
天
得
不
退
轄
願
。

第
五
項
、
現
前
乞
二其
顯
謹
明
殉

第
四
百
八
十
二
願
、
請
諸
佛
謹
明
願
。
第
四
百
八
十
三
願
、
大
會
感
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涙
願
。
第
六
項
、
願
二未
來
現
盆
ゆ

第
四
百
八
十
四
願
、
受
者
無
損
誓
。
第
四
百
八
十
五
願
、
歓
喜
布
施

誓
。
第
四
百
八
十
六
願
、
布
施
不
求
果
願
。
第
四
百
八
十
七
願
、
禁
戒

不
犯
誓
。
第
四
百
八
十
八
願
、
忍
辱
不
退
誓
。
第
四
百
八
十
九
願
、
精

進
無
退
誓
。
第
四
百
九
十
願
、
輝
定
不
動
轄
誓
。
第
四
百
九
十

一
願
、

般
若
不
生
分
別
誓
。
第
四
百
九
十
二
願
、
布
施
無
縁
誓
。
第
四
百
九
十

三
願
、
小
善
菩
提
誓
。
第
四
百
九
十
四
願
、
弟
子
袈
裟
誓
。
第
四
百
九

十
五
願
、
四
衆
奪
重
三
寳
誓
。
第
四
百
九
十
六
願
、
異
類
貴
袈
裟
願
。

第
四
百
九
十
七
願
、
異
類
見
袈
裟
願
。
第
四
百
九
十
八
願
、
袈
裟
濟
飢

願
。
第
四
百
九
十
九
願
、
袈
裟
脱
危
願
。
第
五
百
願
、
袈
裟
脆
兵
誓
。

以
上
五
百
條
の
誓
願
文
の
意
を
取
つ
て
そ
の
略
名
を
記
し
た
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
よ
つ
て
そ
の
内
容
構
成
の
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を

窺
い
知
る
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
南
都
の
諸
師
の
間
に
於
て
は
、

卒
安
期
末
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
、
本
経
所
説
の
菩
薩
行
願
の
教
が
受

7

)

容
せ
ら
れ
、
多
く
の
清
涼
寺
式
繹
迦
如
來
像
の
模
刻
が
な
さ
れ
、
多
敷

の
道
俗
に
よ
つ
て
結
縁
信
仰
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
抵
に

繹
迦
如
來
五
百
大
願
経
二
巻
、

と
し
て
成
立
し
て
行
つ
た
も
の
と
考

へ

ら
れ
る
。
そ
れ
は
そ
の
頃
漸
く
盛
に
な
つ
た
浮
土
教
に
封
抗
し
て
成
立

し
た
も
の
と
も
考

へ
ら
れ
る
が
、
他
面
時
代
の
要
求
で
あ
り
、
中
世
肚

會
の
中
に
受
け
と
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
的
所
産
で
あ
つ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。
蓋
し
、
そ
の
成
立
は
繹
迦
如
來
を
ど
こ
ま
で
も
人
格
的
活

動

的
佛

と

し

て

把

握

し
、

や

が

て

は
佛

徒

と

し

て

の
圭

燈

性

の
自

畳

に

於

て
、

人

間

關
係

を

革

新

せ

し

め

ん

と

し

た

事

に

於

て
、

そ

の
意
義

を

認

め

ね

ば

な

ら

ぬ

と

思

ふ
。

1
 

拙
著

「
鎌
倉
期
南
都
師

の
繹
迦
如
來
観
と
臓
土
成
佛
読

の
受

容

に
つ
い

て
」
(
印
度
學
佛
数
學
研
究
第
十

一
巻
二
号
所
牧
)
。
同

「
鎌
倉
期
南
都
諸

師

の
太
子
観
」
(
印
度
學
佛
教
學
研
究
、

第
十

二
巻
第

二
号
所
牧
)
。
参
照

2
 
明
行
尼

は
明
達
、

性
明
、

眞
畳
、

戒
光
、

繹
恵
、

理
讃
、

信
戒
等

と
共

.

に
承
久

の
攣

に
職
浸

し
た
官
軍
將
士

の
妻
妾

の
中

の

一
人

で
あ

る
。
辻
善

之
助
著
、

日
本
佛
敢
史
中
世
篇
之

一
、
第

四
節
参

照
。

3
 

三
崎
良
周
氏
著

「
神
佛
習
合
思
想

と
悲

華
経
」
(
印
度
學
佛
教
學
研
究
、

第

九
巻
第

一
號
)

に
は
、
箆
輝
砂

に
引
用

さ
れ
て
い
る
の
で
、

卒
安
末
期

に
は
作
ら
れ
て

い
た
と
ざ
れ
て
い
る
。

4
 
拙

著

「
大
悲

山
峯
定
寺
藏

繹
迦
像

と
貞
慶
」
(
佛
教

大

學

學
報
第

九
號

所
牧
)

参
照

5
 

龍
谷
大
學
圖
書
館
藏
、

寛
文
十
年

八
月
、

秋

田
屋
清
兵
衛
板
行
本

に
よ

る
。

6
 

大
文
、

生
死

の
結
縁

を
願

ふ
の
部

の
願
文

は
高

山
寺
本

に
は
該
當
す
る

願

文
が
な
い
。

7
 

戸
部
隆
吉
著

「
鎌
倉
時
代

に
於

け
る
嵯

峨
繹
迦
像
模
刻

の
流
行

と
繹
迦

念
佛
」
(
日
本
佛
教
美
術
之
研
究
所
牧
)

参
照

(
文
部
省
科
學
研
究
費
成
果

の

一
部
)

繹
迦
如
來
五
百
大
願
経

の
成
立

(
成

田
)
 

一
一
五
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